
飯豊町社会福祉協議会広報 NO.126
2019.1

発行者／社会福祉法人飯豊町社会福祉協議会
発行日／平成３１年１月２４日（年２回）
E-mail／iideshakyo@poem.ocn.ne.jp
URL : http//www.iide-shakyo.jp/

たくわえた思い
その先にある福祉へ

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

す
ば
ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う

　
　
　

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
最
後
の
十
二
支
「
亥
」（
い
の
し
し
）
を
代
表
す

る
こ
と
わ
ざ
に
「
猪
突
猛
進
」
が
あ
り
ま
す
。

　

向
こ
う
を
見
ず
に
厳
し
い
勢
い
で
突
き
進
む
と
い
う
意

味
で
す
が
、
私
は
前
進
す
る
こ
と
は
勿
論
、
左
右
、
上
下

と
き
に
は
後
ろ
も
良
く
見
え
る
ス
ピ
ー
ド
感
を
保
ち
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
運
営
・
経
営
の
基
本
で
あ
る
「
謙
虚
な

姿
勢
」
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

年
の
暮
れ
、
京
都
清
水
寺
の
一
番
偉
い
和
尚
さ
ん
が
、

世
相
を
象
徴
す
る
漢
字
に
災
害
の
「
災
」
を
、
山
形
県
知

事
は
認
定
の
「
認
」
を
選
び
ま
し
た
。
お
こ
が
ま
し
い
限

り
で
す
が
、私
は
健
康
の
「
健
」
を
選
び
仕
事
納
め
の
と
き
、

職
員
の
方
に
話
し
た
と
こ
ろ
で
す
。＂
健
康
第
一
＂
健
康
で

あ
れ
ば
こ
そ
充
実
し
た
日
々
が
送
れ
、
納
得
の
い
く
仕
事

が
で
き
ま
す
。
日
頃
の
管
理
が
大
切
で
す
の
で
、
町
民
の

皆
様
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
も
共
同
募
金
に
対
し
、
椿
の
伊
藤
新
榮
様
か
ら

百
万
円
、
町
建
設
業
親
睦
会
様
か
ら
多
額
の
ご
寄
付
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
町
民
の
皆
様
は
じ
め
町

内
外
の
事
業
主
様
、
学
校
、
職
場
、
イ
ベ
ン
ト
益
金
等
の

ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
皆
様
の
信
頼
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
肝

に
銘
じ
、
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
以
上
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

  

新
年
の
あ
い
さ
つ

飯
豊
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
会
長
　
伊
　
藤
　
榮
　
造
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平
成
30
年
度
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金

並
び
に
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
対
し
、

町
民
の
皆
様
、
事
業
主
の
皆
様
の
ご
理
解

に
よ
り
、
多
く
の
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

関
係
者
一
同
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平成30年度（募金期間： 平成30年10月１日 ～ 12月31日）

共同募金総額　3，３７９，５０６円
目標額　２，３３０，０００円（達成率１４５．０％）

赤い羽根
共同募金

伊藤新榮様（椿）から共同募金に高額の寄附をいただきました
　

昨
年
12
月
、飯
豊
町
椿
に
お
住
い
の
伊
藤
新
榮
様
か

ら
共
同
募
金
会
に
１
０
０
万
円
の
寄
附
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。
12
月
10
日
に
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、

「
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」と
山
形
県
共

同
募
金
会
の
池
野
会
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

共同募金は、地域にやさしさと笑顔を届けます

【
戸
別
募
金
】

　

募
金
額
合
計　

一
、三
七
七
、八
三
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
、九
六
八
件
）　　

　

中
部
地
区　
　
　

五
八
七
、五
三
〇
円

　

白
椿
地
区　
　
　

三
一
九
、二
〇
〇
円

　

東
部
地
区　
　
　

二
〇
六
、五
〇
〇
円

　

西
部
地
区　
　
　

一
八
六
、九
〇
〇
円

　

中
津
川
地
区　
　
　

七
七
、七
〇
〇
円

【
大
口
募
金
】

　

募
金
額
合
計　

一
、八
三
〇
、一
六
九
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
六
件
）

　

※
ご
芳
名
は
次
頁
に
記
載

【
職
域
募
金
】

　

募
金
額
合
計　
　
　

四
〇
、一
三
六
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
三
件
）

【
学
校
募
金
】

　

募
金
額
合
計　
　
　

五
〇
、三
七
一
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
校
）

【
イ
ベ
ン
ト
募
金
】

　

募
金
額
合
計　
　
　

四
七
、七
六
七
円

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
様

　

椿
地
区
お
祭
り
縁
日
の
賑
わ
い
復
活
事
業

　

実
行
委
員
会
様

【
街
頭
募
金
】

　

募
金
額
合
計　
　
　

三
三
、二
三
三
円

飯豊町建設業親睦会（寒河江会長）様から大口の
寄附をお寄せいただきました〈12/28　町社協〉

昨年８月に椿地区で開催された「お祭り
縁日の賑わいイベント」の収益の一部が
赤い羽根募金に寄せられました。

めざみの里観光物産館様に設置させて頂いた新兵器「赤い羽根ガ
チャポン」が大活躍！（写真/左）募金ボランティアとして寒い中
NPO法人ほっとの皆さんありがとうございました！（写真/右）



平成 31 年 1 月 24 日発行し あ わ せ第　126　号（　）　3

大
口
募
金
協
力
者
・
企
業
等
ご
芳
名
（
50
音
順
・
敬
称
略
）

◆
個
人

伊
藤 
新
榮

楠　

 
宏
明

髙
橋 

玄
舟

竹
田 

さ
き   

森　
　

光

◆
事
業
主
・
団
体

【
あ
】

愛
昭
運
輸

青
木
電
気
工
事

ア
グ
リ
メ
ン
ト
な
か

ア
ベ
床
屋

安
部
塗
装
所

嵐
商
店

飯
豊
米
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

い
い
で
添
川
温
泉
し
ら
さ
ぎ
荘

い
い
で
福
祉
会

飯
豊
町
観
光
協
会

飯
豊
町
建
設
業
親
睦
会

飯
豊
町
商
工
会

飯
豊
め
ざ
み
の
里
観
光
物
産
館

い
い
で
め
ざ
み
の
里
福
祉
会

い
い
で
旅
館

い
い
で
ワ
ゴ
ー
薬
局

い
と
う
印
刷

伊
藤
園

い
と
う
自
動
車

伊
藤
造
園
土
木

伊
藤
畜
産

い
と
う
美
容
室

井
上
園
芸

い
わ
は
な
や
食
堂

上
田
ス
ポ
ー
ツ
店

魚
井

魚
豊
味

ウ
マ
イ
ヤ
商
店

梅
津
商
店
椿
給
油
所

エ
コ
プ
ラ
ン
ト
め
ざ
み

エ
ム
エ
ス

エ
ル
ベ

遠
藤
商
店

オ
ウ
ラ

大
城
鉄
工
所

大
岸
製
作
所
山
形
工
場

オ
オ
ヒ
ラ

お
そ
う
じ
館
梅
津

置
賜
ク
リ
ー
ン
設
備

男
鹿
商
店

恩
徳
寺

【
か
】

菓
子
の
丸
屋

粕
川
電
機
商
会

ガ
レ
ー
ジ
フ
ラ
ッ
ト

歓
喜
院

喜
雲
寺

菊
地
工
業

吉
祥
寺

木
村
自
動
車

協
和
ハ
ウ
ス

銀
波

喰
い
処　

さ
か
い

草
刈
商
店

源
居
寺

小
池
建
築

小
泉
た
た
み
店

香
月

国
分
石
材

小
関
塗
装
店

後
藤
酒
店

後
藤
農
場

ご
と
う
美
容
室

後
藤
無
線
商
会

こ
ま
く
さ
理
容
店

こ
ま
つ
鍼
灸
接
骨
院

今
魚
店

【
さ
】

齋
藤
組

寒
河
江
設
計

佐
久
間
履
物
店

桜
井
築
炉
工
業

佐
藤
管
工
業

さ
と
う
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

佐
藤
酒
店

佐
藤
鉄
筋

佐
藤
輪
業
商
会

さ
ゆ
り
内
科
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
有
縫
製

三
陽
電
気

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ミ
ネ
ラ
ル
飯
豊
鉱
業
所

志
田
建
築

島
貫
販
売
店

下
川
原
農
事
組
合
法
人

車
匠
ヨ
シ
ダ

十
割
蕎
麦
き
は
る

白
川
温
泉
白
川
荘

新
丸
七
商
店

須
貝
周
一
税
理
士
事
務
所

ス
ナ
ッ
ク
胡
太
郎

セ
ル
カ

泉
学
寺

千
古
屋

【
た
】

大
工　

手
塚
建
築

髙
岡
建
築
工
業

髙
橋
工
務
店

た
せ
い
美
容
室

田
中
屋

田
辺
理
容
所

椿
簡
易
郵
便
局

つ
ば
き
美
容
室

土
地
家
屋
調
査
士
横
山
幸
造
事
務
所

ト
ッ
プ
パ
ー
ツ

冨
永
工
務
店

豊
川
建
設

ど
ん
で
ん
平
ゆ
り
園

【
な
】

中
津
川
エ
フ
エ
フ

中
津
川
バ
イ
オ
マ
ス

長
沼
新
聞
店

長
沼
安
義
税
理
士
事
務
所

並
木
製
作
所
山
形
工
場

新
野
印
刷

肉
の
す
が
い

西
置
賜
ふ
る
さ
と
森
林
組
合

日
栄
製
作
所

日
進

【
は
】

橋
本
建
築

東
山
ア
ス
コ
ン
共
同
企
業
体

樋
口
建
設

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
舞
衣

美
容
室
い
の
う
え

美
容
室
メ
ル
シ
ー

美
容
ホ
ワ
イ
ト

船
山
印
刷

舟
山
建
築

船
山
商
事

fringe

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
な
が
お
か

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
ナ
ス

ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
細
谷

豊
城
建
設

ほ
ー
す

ほ
そ
や
で
ん
き

ホ
リ
エ

堀
呉
服
店

本
長
寺

【
ま
】

巻
坂
塗
装
店

ま
つ
や
商
店

松
山
和
好
行
政
書
士
事
務
所

松
山
商
店

マ
ル
シ
チ
米
穀

マ
ル
ホ
商
店

ま
る
や
尾
形
商
店

ミ
エ
理
容
室

三
ッ
柳
道
路

め
ざ
み
交
通

【
や
】

焼
肉
夕
月

山
形
お
き
た
ま
農
協
飯
豊
支
店

山
形
中
央
信
用
組
合
飯
豊
支
店

ヤ
マ
キ
チ

山
口
治
療
院

山
口
ボ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

ヤ
マ
デ
ン

湯
ノ
沢
間
欠
泉　

湯
の
華

湯
村
板
金

ゆ
り
調
剤
薬
局

米
野
斉
巳
土
地
家
屋
調
査
士
行
政
書
士
事
務
所

【
ら
】

来
来
軒

リ
ペ
ア
ナ
ガ
オ
カ

レ
ペ
ッ
ク

【
わ
】

若
乃
井
酒
造

渡
部
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

渡
部
製
材
所

以
上
１
６
６
件

平成30年度（募金期間： 平成30年11月８日 ～ 12月12日）

　９９３,５００円
目標額　１，００５，０００円（達成率９８．８％）

歳末たすけあい
募金総額 地域歳末

たすけあい

配分金を受けて年末に執行された福祉活動
経済的支援を必要とする世帯への生活援助事業
　飯豊町社会福祉協議会　　　　　　　　　（　９１件 / ７５４，０００円 ）

単身高齢者等を対象とした歳末見守り訪問事業
　飯豊町民生委員児童委員協議会　　　　　（１４８件 / １２７，７２４円 ）

要保護準要保護認定児童激励支援事業
　飯豊町民生委員児童委員協議会　　　　　（　２０件 /　 ６０，０００円 ）

ボランティアによる単身高齢者への福祉年賀状作成事業
　特定非営利活動法人ほっと　　　　　　　（１８０件 /　 １６，０００円 ）

 ※その他、運動諸経費として３５，７７６円を配分させて頂いております。

種　類 戸別募金

金　額 993,500円

寄付者 町内1,987世帯

12月19日の配分審査委
員会の決定を経て、12
月25日に民生委員によ
る受配者宅への訪問を
行っております。
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▼
10
年
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
終
え
て

　
「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
実
践
」
と
し
て
、
ま
ず
は
、
集
落
の
人
同
士
が
つ
な
が
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
き
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
早
い
も
の
で
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

地
縁
を
通
じ
た
集
ま
り
は
今
も
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
が
、
世
帯
の
代
表
で
構
成

さ
れ
る
集
会
が
多
い
時
代
で
す
。
目
を
あ
わ
せ
会
話
す
る
こ
と
で
、
共
感
し
た
り
、

関
心
を
寄
せ
合
う
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
る
の
が
集
落
。「
公
民
館
に
来
た
の
は

何
十
年
ぶ
り
だ
ろ
う
」
そ
う
話
す
高
齢
者
も
実
際
に
お
り
ま
し
た
。

　
「
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
言
い
合
い
ま
し
ょ
う
」
集
落
の
人
達
の
前
で
、
そ

う
振
ら
れ
て
も
素
直
に
喋
る
の
は
難
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
集
ま
り
が
終
わ
っ

た
後
、
少
し
ず
つ
で
す
が
「
病
気
の
あ
ん
ば
え
は
な
じ
ょ
だ
ぁ
」「
そ
げ
に
心
配
し

ね
で
よ
」
そ
ん
な
思
い
や
り
の
会
話
が
飛
び
交
う
の
が
集
落
の
良
い
所
。
も
う
そ
こ

に
は
、
さ
り
げ
な
く
支
え
合
い
が
あ
る
の
で
す
。
集
落
の
人
達
が
集
ま
り
、
会
食
す

る
こ
と
は
、「
会
食
サ
ー
ビ
ス
」
そ
の
も
の
。
食
事
を
届
け
れ
ば
「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」、

子
ど
も
も
居
た
ら
「
子
ど
も
食
堂
」。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
住
民
主
体
の
活
動
を

学
び
、
一
人
一
人
が
福
祉
に
目
覚
め
る
貴
重
な
場
面
に
も
な
り
ま
し
た
。

▼
い
ま
、
求
め
ら
れ
る
地
域
像
と
社
協
像

　

平
成
30
年
4
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
社
会
福
祉
法
で
は
、
住
民
が
地
域
に
あ
る

課
題
を
他
人
事
で
は
な
く
、「
我
が
事
」
と
し
て
捉
え
、「
自
分
や
家
族
が
暮
ら
し
た

い
地
域
」
を
思
い
描
き
、「
地
域
で
困
っ
て
い
る
課
題
」「
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た

い
」
と
い
う
思
い
で
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
環
境

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
身
近
な
地
域
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
困
り

ご
と
を
「
丸
ご
と
」
受
け
止
め
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
協
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
役
割
を
持
ち
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
社
会
参
加
を
通

じ
て
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
社
会
（
地
域
共
生
社
会
）
の
実
現
に
向
け
、「
協
働

の
中
核
」
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
始
め
て
お
り
ま
す
。

　

集
落
を
基
盤
と
し
て
解
決
に
つ
な
げ
る
力
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
、

ま
ず
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
再
構
築
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
新
た
な
活
動
が
住
民

主
体
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

町
内
２
ヵ
所
で
＂
集
落
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＂
を
開
催
！

■添　川・上代地区
　11月19日・12月17日開催  於：上代公民館
■中津川・小屋部落
　11月20日・12月18日開催  於：ひまわり館

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　
　
地
域
・
暮
ら
し
・
生
き
が
い
を
共
に
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東部地区／上代集落　（●地区長／二瓶　秀一　●世帯数／ 54 戸）

【集落の紹介】
　長根峠を挟んで川西町小松地区と隣接。芦ヶ沢という
地名で呼ぶ方も多い。集落内には飯豊少年自然の家など
もあり、眺めの良い場所に存在する。
　集落の高齢化率は約40%となっており高齢者を主体と
した「ほのぼのサロン」「百歳体操」に加え、「ヨガ教室」
などの集まりも地元公民館で活発に行われている。
　１世帯あたりの人数は3.2人と比較的同居率も高いの
が特徴であり、農業だけでなく趣味活動も盛んな地域。
町内で最も早くサロン活動が行われたところでもある。

■歳をとっても周囲に迷惑を掛けずに暮らしたい！
　⇒高齢になっても出来る仕事を見つける。年金＋αの実現。
　・みんなで融通する内職の確保。仲間と一緒に共同作業も楽しい。
　⇒サロンや百歳体操で健康第一の集落を目指そう。
■「移動」の問題。地域での助け合いに期待！
　⇒手段だけでなく、外出する目的も創り出そう！
　・免許返納後も近所は「電動カート」、遠方は「ほほえみカー」利用で安心。
　・デマンド交通を利用して仲間と一緒に買い物。
■個人の取り組みからみんなの活動へ
　⇒ワクワクするような企画や集まりを考えていこう。
　・手芸、編み物の講習会、親子でのそば打ち体験で若い世代との交流を。
　・映画鑑賞、演芸会などが考えられる。

中津川地区／小屋集落　（●部落長／安部　数幸　●世帯数／８戸）

【集落の紹介】
　中津川地区の南西部に位置し、かつて隣接する広河原
集落と併せると奥地に金採掘跡（坑道）が十箇所ほどあっ
たといわれている。山々に囲まれ自然豊かな地域である
が、積雪量が多いなどの厳しい条件もある。現在の高齢
化率は約 34% で、最近では I ターンなど自給自足の生
活を求め移住する方も増え、集落での暮らしに溶け込ん
でいる印象が強い。どこにも負けないきれいな水、澄ん
だ空気がこの集落の一番の財産ではないでしょうか。

■VS雪からWITH雪で冬場を楽しく過ごす。
　⇒雪と上手に付き合う方法（除雪にこだわらない生活）を考える。
　・助け合いの交換を隣同士で。　・暮らしのカレンダーづくり。
■一人一人の知識や特技を助け合いに役立てる！
　⇒集落には数多くの人財が集まっていることを忘れない。
　・古民家を自分でリノベーション。住宅補修に一役。
　・枝豆の豆腐作りの技術を伝承。
　・集落でできる支え合いと受けられる介護サービスを調べておく。
■集落の新たな魅力づくり！
　⇒次世代につなぐ小屋の素晴らしさ。小屋のファンづくり。
　・「雪板」で地域を盛り上げる。空き家を活かして移住者を迎えよう。
　・小水力発電でエネルギー開発と共に作る喜びを共有していく。
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平成30年度の社協関連事業を振り返る

▲山新おしどり金婚さん顕彰記念品贈呈式（10・19 ／町民総合センター）

▼

高
齢
者
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
・
19
／
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
）

《
大
会
成
績
》
優　

勝　
　

高
峰
高
砂
会
（
１
４
２
点
）

　
　
　
　
　
　
第
２
位　
　

黒
沢
壽
会
（
１
０
５
点
）　　

　
　
　
　
　
　
第
３
位　
　

小
白
川
高
砂
会
（
１
０
０
点
）

▲支え合い助け合いの地域づくり講演会
（8・21 ／町民総合センター）

▼

支
え
合
い
マ
ッ
プ
作
り
（
11
・
16
／
中
ノ
目
北
自
治
館
）
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▲置賜地区障害者レクリエ―ションの集い
（11・11 ／町民総合センター）

▼

第
８
回
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

　

の
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
委
員
会

　
　
　
　
　
　

 　
（
８
・
28
／
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
）

《
審
査
結
果
》　

【
最
優
秀
賞
】

　

低
学
年
の
部　

鈴
木　

洋
人
さ
ん
（
第
一
小
２
年
）

　

高
学
年
の
部　

後
藤　

和
希
さ
ん
（
添
川
小
５
年
）

【
優
秀
賞
】

　

低
学
年
の
部　

横
澤　

蒼
祐
さ
ん
（
添
川
小
１
年
）

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　
　

陸
さ
ん
（
添
川
小
３
年
）　　
　
　

　

高
学
年
の
部　

須
藤　

心
優
さ
ん
（
第
二
小
４
年
）　　
　

　
　
　
　
　
　
　

大
冨　

一
郎
さ
ん
（
第
二
小
６
年
）

▼

在
宅
介
護
者
の
集
い

　
（
12
・
１
／
い
い
で
旅
館
）

▼

ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　

大
会　
（
10
・
２
／
ス
ワ
ン
パ
ー
ク
）

《
大
会
成
績
》　

優　

勝　

嘉
藤　

幹
夫
さ
ん（
萩　

生
）

準
優
勝　

鈴
木
八
郎
兵
衛
さ
ん（手

ノ
子
）

第
三
位　

寒
河
江
安
子
さ
ん（
高　

峰
）

▲ふれあい・いきいきサロン運営担当者経験交流会
　～サロンの輪サミット～（12・17 ／いいで旅館）

▼

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
福
祉
年
賀
状

　

送
る
活
動

　
（
12
・
25
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
と
の
皆
様
）

▼

単
身
高
齢
者
の
会
食
サ
ー
ビ
ス

　

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

　
（
12
・
20 

／
婦
人
会
の
皆
様
）
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【お問い合わせ】　飯豊町社会福祉協議会法人事務局　☎７２－３３５３

この事業は、皆様からご協力頂きました赤い羽根共同募金の配分金を受けて実施しています。

　

11
月
16
日
、
住
民
流
福
祉
総
合
研
究
所
長

の
木
原
孝
久
先
生
を
講
師
に
「
住
民
流
助
け

合
い
起
こ
し
講
座
」
を
中
ノ
目
北
自
治
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

地
元
住
民
の
皆
さ
ん
や
福
祉
関
係
者
の

方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
介
護
保
険
な

ど
の
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
暮
ら
し
の
安

心
を
ご
近
所
で
カ
バ
ー
し
合
う
こ
と
の
重
要

性
を
寸
劇
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

講
義
を
通
じ
て
、
助
け
合
い
を
一
層
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、「
助
け
て
！
」
と
言
い

合
え
る
関
係
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
こ
と
や

民
生
委
員
頼
み
の
見
守
り
で
は
な
く
、
ご
近

所
の
世
話
焼
き
屋
さ
ん
を
軸
と
し
た
住
民
同

士
の
支
え
合
い
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
づ
く
り
は
、「
ご
近

所
」
の
人
た
ち
が
中
心
と
な
り
地
域
内
の
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
た
め
の
課
題
を
抽
出
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
を

丁
寧
に
マ
ー
キ
ン
グ
し
、
部
落
、
隣
組
の
境

界
を
意
識
し
な
が
ら
、
住
民
同
士
の
繋
が
り

や
助
け
合
い
を
線
で
結
ん
で
い
く
の
が
特
徴

で
す
。
ご
近
所
で
、
気
に
な
る
人
や
気
に
な

る
こ
と
、
つ
ま
り
福
祉
課
題
を
視
覚
化
す
る

こ
と
で
、
そ
れ
を
ど
う
解
決
す
る
の
か
を
、

ご
近
所
さ
ん
の
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
考

え
ま
す
。

　

一
方
で
、
身
近
な
地
域
に
お
け
る
助
け
合

い
の
実
態
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
、

近
隣
に
よ
る
支
え
が
健
在
で
あ
る
こ
と
も
把

握
で
き
ま
す
。
今
後
、
完
成
し
た
マ
ッ
プ
を

も
と
に
中
ノ
目
北
流
の
助
け
合
い
が
よ
り
本

格
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ご
近
所
か
ら
は
じ
ま
る

　
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り

住民流福祉総合研究所長の木原孝久
先生のご指導によりマップづくりが
進められました。

中ノ目北
支え合い
マップ作り

支
え
合
い
マ
ッ
プ
早
わ
か
り

■
な
ぜ
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を
？

○
今
や
超
高
齢
社
会
。
介
護
保
険
は
行
き
詰
り
、
地
域
の
助
け
合
い
に
期
待
が
か
か
る
。

○
助
け
合
い
は
ご
近
所
で
実
践
さ
れ
て
い
る
。
助
け
合
い
の
ご
近
所
づ
く
り
が
課
題
。

○
住
民
の
助
け
合
い
は
見
え
に
く
い
。
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を
つ
く
る
と
見
え
て
く
る
。

■
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
と
は
？
　

　

ご
近
所
福
祉
を
進
め
る
た
め
、
ご
近
所
さ
ん
の
手
で
、
ご
近
所
の
助
け
合
い
の
実
態
を

住
宅
地
図
に
の
せ
、
取
り
組
み
課
題
を
抽
出
し
、
そ
れ
に
ご
近
所
さ
ん
が
取
り
組
む
も
の
。

マ
ッ
プ
作
り
は
目
的
で
な
く
手
段
で
す
。

■「
ご
近
所
」
と
は
？

①
地
域
の
末
端
圏
域
。（
30
～
50
世
帯
）
②
互
い
に
顔
が
見
え
る
圏
域
、
助
け
合
い
圏
域
。

③
要
援
護
者
は
ご
近
所
が
生
活
圏
域
。
④
「
助
け
合
え
る
ご
近
所
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

⑤
住
民
は
ご
近
所
流
で
助
け
合
っ
て
い
る
。
⑥
そ
こ
で
助
け
合
い
の
ご
近
所
づ
く
り
を
。

■
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
は
？

①
ご
近
所
さ
ん
が
ご
近
所
内
の
気
に
な
る
人
の
情
報
を
出
し
合
い
、
解
決
策
を
考
え
る
。

②
行
政
か
ら
情
報
は
持
ち
込
ま
な
い
。
ご
近
所
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
情
報
だ
け
を
使
う
。

③
マ
ッ
プ
情
報
は
ご
近
所
内
に
閉
じ
込
め
る
。

〈マップ作りの流れ〉

集落において「支え合いマップ」作
りにチャレンジしたい、又は関心の
ある方は、お問い合わせ下さい。社
協職員がサポートします！！
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